




 

 5-FU を用いて JCL-ICR 系マウスに四肢奇形を誘発させ,手の奇形発生の機転

につき考察した。予備実験として妊娠 9,10,11,12 日目に各 10,20,30mg/kg の投

与を行い,18 日目に胎児を摘出し骨軟骨染色を施し,透明標本として観察した。

その結果,妊娠 10,11 日目に 20mg/kg を投与した場合,最も効率よく資料の収集

ができることが分ったが,奇形所見の正確な把握は困難であった。そこで主実験

は自然分娩を行わしめ,生後 1週,1 カ月に外表所見,X 線所見を検討した。また

中胚葉成分の動向を知る目的で 5-FU 投与後 2日目に手板,足板の組織標本を作

成した。主実験で得られた表現型は 10 日目投与群では母指多節,多指が圧倒的

多数をしめていた。多指は母指に多く示中指がこれに次いでいた。ところが 11

日目投与群では減指,減節変化が主体であり,多指も減指変化に合併するものが

ほとんどであった。また合指は両群とも同じように出現していた。 


